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報告
豊島区公文書等の管理に関する条例策定の経緯
The establishment process of  the regulation of public records 













































に関心の高い区民委員を 2 名、内部から総務部長の計 6 名で構成することになり、準備期
間も考慮して設置は翌平成30年 4 月 1 日とすることに決まった。審議会を月に 1 回計算で
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3　条例の施行
3-1　答申の受理とパブリックコメントの実施









保を求める要望が多かった。結果公表は平成31年 2 月21日、そして条例案は平成31年第 1
回区議会定例会へ上程され、全会一致で可決された。
3-2　条例施行のための準備行為
　年度途中では文書管理の取扱いを変更するのが難しいことから、新年度に間に合うよう
に新しい公文書管理規程を整備し、各課に対して条例の趣旨と今後の文書管理の変更点の
説明を行った。また、全課に課共用サーバーの整理を依頼し、点検作業を行った。点検作
業でうまく文書管理システムのフォルダ体系と揃えられなかったことが確認された課につ
いては個別にヒアリングの上、助言と指導を行い、作業計画書を提出してもらった。文書
管理システム導入の際にファイリングシステムとのファイル体系の統一する方針を示され
ていたが、経年に伴い各課の業務のやり方に合わせ媒体ごとにフォルダの立て方が変わっ
てきているようであった。培われた風土を変えるのは一朝一夕にできることではないので、
時間をかけて調整する必要がある。
4　おわりに
　条例が施行されて一年が経過した。この間、豊島区重要公文書選別基準を整備し、保存
期間満了文書の評価選別と公文書管理委員会を開催し、移管作業を行った。条例の施行に
よる新しい事務の発生や事務の方法の変更が生じたため、職員に研修や評価選別作業を通
して文書管理の考え方を説明しつつ、実務レベルでの詳細なやり方を提示したり、物理的
な制約を設ける（文書管理システムでアクセス権限等機能的に制限をかける）などソフト
とハード両面からの支援を行っている。一方で、条例の元に定めた規程の中に実際に運用
してみると実務とそぐわない部分も見えてきた。今後、理念に合わせつつ現状と整合を取
るという作業も発生してくるだろう。また、将来的にはより職員の負担少なく適正な文書
管理ができるような文書管理システムの検討を進めている。必要な機能要件は膨大だ。財
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報告｜豊島区公文書等の管理に関する条例策定の経緯｜宮平 さやか
政状況によるが、数年後には新たな公文書管理システムが導入される予定だ。
　公文書管理条例は制定しただけでは何も変わらない。条例の実効性を担保するためには、
現状を注視し、職員の認識のレベルを上げつつ、適切な環境を用意するなど、様々なサポー
トが必要なのだ。
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